


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































経済の表層 経済成長－アジアにおける経済的覇権 → 長期不況＝アジアにおける経済的覇権の動揺
↑
企業社会，会社本位主義 新自由主義
経済の構造 ＝企業主義的調整 ＝ 市場競争的調整
＋　　　　　　　　
消費社会（アメリカ＋天皇） → 社会階層の二極化による社会統合力の衰退























経済の表層 経済成長－アジアにおける経済的覇権 → 長期不況＝アジアにおける経済的覇権の動揺
↑
企業社会，会社本位主義 新自由主義
経済の構造 ＝企業主義的調整 ＝ 市場競争的調整
＋　　　　　　　　
消費社会（アメリカ＋天皇） → 社会階層の二極化による社会統合力の衰退
国家体制 日本国憲法（象徴天皇制，戦争放棄） → 立憲主義の否定，改憲
日米妥協（天皇制＋米軍） → 日米軍事同盟
市民社会
　表層 平和 →「積極的平和主義」＝「平和ぼけ」批判
人権 → 私的所有者の権利
民主主義（自由，平等，福祉） → 市場競争の自由・平等，能力主義
「在日特権」，ヘイトスピーチ，嫌韓・嫌中，「歴史戦争」
　深層 敗戦の否認 ↑ポピュリズム
国家犯罪の否認＝肯定
植民地主義の肯定
＝帝国日本の原理
→
＝
市民社会の表層に浮上
帝国日本の原理の公認化
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